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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光ディスクの表面から第１の距離の位置に設けられた第１の記録層と、光ディスクの表
面から第２の距離の位置に設けられた第２の記録層とを有する光ディスクから情報を再生
する光ディスク装置であって、
　所定の波長のレーザー光を照射するレーザーと、
　前記レーザーから照射される所定の波長のレーザー光を前記第１の記録層及び前記第２
の記録層に集光する対物レンズと、
　前記第１の記録層に記録されている情報を再生する場合、第１の振幅の高周波を前記レ
ーザーから照射されるレーザー光に重畳し、前記第２の記録層に記録されている情報を再
生する場合、前記第１の振幅から前記第１の振幅よりも小さい第２の振幅に切り替えて、
前記第２の振幅の高周波を前記レーザーから照射されるレーザー光に重畳する高周波発生
回路と、
　前記第１の記録層に記録されている情報を再生する場合、前記第１の振幅の高周波が重
畳されたレーザー光を第１のレーザーパワーで前記第１の記録層に照射するよう制御し、
前記第２の記録層に記録されている情報を再生する場合、前記第２の振幅の高周波が重畳
されたレーザー光を、前記第１のレーザーパワーから前記第１のレーザーパワーよりも小
さい第２のレーザーパワーに切り替えて、前記第２のレーザーパワーで前記第２の記録層
に照射するよう制御するレーザーパワー制御回路と、を備え、
　前記第１の振幅の前記第１のレーザーパワーに対する比と前記第２の振幅の前記第２の
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レーザーパワーに対する比が略等しいことを特徴とする光ディスク装置。
【請求項２】
　複数の記録層を有する光ディスクの表面から第１の距離の位置に設けられた第１の記録
層に記録されている情報と、光ディスクの表面から第２の距離の位置に設けられた第２の
記録層に記録されている情報とを、前記第１の記録層と前記第２の記録層にレーザー光を
照射することにより再生する光ディスクの再生方法であって、
　前記第１の記録層に記録されている情報を再生する場合、第１の振幅の高周波を第１の
レーザー光に重畳し、第１のレーザーパワーで前記第１の振幅の高周波が重畳された前記
第１のレーザー光を前記第１の記録層に照射することにより前記第１の記録層に記録され
ている情報を再生し、
　前記第２の記録層に記録されている情報を再生する場合、前記第１の振幅から前記第１
の振幅よりも小さい第２の振幅の高周波に切り替えて、前記第２の振幅の高周波を第２の
レーザー光に重畳し、前記第１のレーザーパワーから前記第１のレーザーパワーよりも小
さい第２のレーザーパワーに切り替えて前記第２のレーザーパワーで前記第２の振幅の高
周波が重畳された前記第２のレーザー光を前記第２の記録層に照射することにより前記第
２の記録層に記録されている情報を再生し、
　前記第１の振幅の前記第１のレーザーパワーに対する比と前記第２の振幅の前記第２の
レーザーパワーに対する比が略等しいことを特徴とする光ディスクの再生方法。
【請求項３】
　光ディスクの表面から第１の距離の位置に設けられた第１の記録層と、光ディスクの表
面から第２の距離の位置に設けられた第２の記録層とを有する光ディスクから情報を再生
する光ディスク装置であって、
　所定の波長のレーザー光を照射するレーザーと、
　前記レーザーから照射される所定の波長のレーザー光を前記第１の記録層及び前記第２
の記録層に集光する対物レンズと、
　前記第１の記録層に記録されている情報を再生する場合、第１の振幅の高周波を前記レ
ーザーから照射されるレーザー光に重畳し、前記第２の記録層に記録されている情報を再
生する場合、前記第１の振幅よりも小さい第２の振幅の高周波を前記レーザーから照射さ
れるレーザー光に重畳する高周波発生回路と、
　前記第１の記録層に記録されている情報を再生する場合、前記第１の振幅の高周波が重
畳されたレーザー光を第１のレーザーパワーで前記第１の記録層に照射するよう制御し、
前記第２の記録層に記録されている情報を再生する場合、前記第２の振幅の高周波が重畳
されたレーザー光を、前記第１のレーザーパワーよりも小さい第２のレーザーパワーで前
記第２の記録層に照射するよう制御するレーザーパワー制御回路と、を備え、
　前記第１の振幅の前記第１のレーザーパワーに対する比と前記第２の振幅の前記第２の
レーザーパワーに対する比が略等しいことを特徴とする光ディスク装置。
【請求項４】
　複数の記録層を有する光ディスクの表面から第１の距離の位置に設けられた第１の記録
層に記録されている情報と、光ディスクの表面から第２の距離の位置に設けられた第２の
記録層に記録されている情報とを、前記第１の記録層と前記第２の記録層にレーザー光を
照射することにより再生する光ディスクの再生方法であって、
　前記第１の記録層に記録されている情報を再生する場合、第１の振幅の高周波を第１の
レーザー光に重畳し、第１のレーザーパワーで前記第１の振幅の高周波が重畳された前記
第１のレーザー光を前記第１の記録層に照射することにより、前記第１の記録層に記録さ
れている情報を再生し、
　前記第２の記録層に記録されている情報を再生する場合、前記第１の振幅よりも小さい
前記第２の振幅の高周波を第２のレーザー光に重畳し、前記第１のレーザーパワーよりも
小さい第２のレーザーパワーで、前記第２の振幅の高周波が重畳された前記第２のレーザ
ー光を前記第２の記録層に照射することにより、前記第２の記録層に記録されている情報
を再生し、
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　前記第１の振幅の前記第１のレーザーパワーに対する比と前記第２の振幅の前記第２の
レーザーパワーに対する比が略等しいことを特徴とする光ディスクの再生方法。
【請求項５】
　複数の記録層を有し、光ディスクの表面から第１の距離の位置に設けられた第１の記録
層に記録されている情報と、光ディスクの表面から第２の距離の位置に設けられた第２の
記録層に記録されている情報と、を有する光ディスクであって、
　前記光ディスクから前記第１の記録層に記録されている情報が再生される場合、第１の
振幅の高周波が第１のレーザー光に重畳され、第１のレーザーパワーで前記第１の振幅の
高周波が重畳された前記第１のレーザー光が前記第１の記録層に照射されることにより、
前記第１の記録層に記録されている情報が再生され、
　前記光ディスクから前記第２の記録層に記録されている情報が再生される場合、前記第
１の振幅よりも小さい前記第２の振幅の高周波が第２のレーザー光に重畳され、前記第１
のレーザーパワーよりも小さい第２のレーザーパワーで、前記第２の振幅の高周波が重畳
された前記第２のレーザー光が前記第２の記録層に照射されることにより、前記第２の記
録層に記録されている情報が再生され、
　前記第１の振幅の前記第１のレーザーパワーに対する比と前記第２の振幅の前記第２の
レーザーパワーに対する比が略等しいことを特徴とする光ディスク。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光ディスク装置における情報再生時のレーザー波形制御に関する。
【背景技術】
【０００２】
　レーザーダイオードから出力されるレーザー光を用いて光ディスクに記録されたマーク
／スペース情報を読み取る光ディスク装置では、マーク／スペースの２値化情報を誤りな
く判定することが重要である。しかし、レーザー光にはモードホップノイズ、戻り光ノイ
ズなどのノイズが発生するという問題がある。
【０００３】
　これらのノイズを軽減するための手法として、特許文献１は高周波重畳と呼ばれる手法
を開示する。また、再生時のレーザーパワーを制御する方法として、特許文献２はＡＰＣ
（Ａｕｔｏ　Ｐｏｗｅｒ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）と呼ばれる手法を開示する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０００－１４９３０２号公報
【特許文献２】特開２００５－２１６３９５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　近年、ＣＤ，ＤＶＤ，Ｂｌｕ－Ｒａｙ　Ｄｉｓｃ（以下「ＢＤ」という），ＨＤ－ＤＶ
Ｄなどの規格の異なる光ディスクが市場に投入されている。これらの光ディスクに互換性
はないが、ユーザの利便性を考慮し、ＣＤ，ＤＶＤ，ＢＤの記録再生に対応した光ディス
ク装置、ＣＤ，ＤＶＤ，ＨＤ－ＤＶＤの記録再生に対応した光ディスク装置が登場してい
る。しかし、ＢＤとＨＤ－ＤＶＤの両方の記録再生に対応した光ディスク装置は未だ登場
していない。
【０００６】
　この理由の一因として考えられるのが、ＢＤ規格に準じた光ディスク（以下「光ディス
ク１」という）とＨＤ－ＤＶＤ規格に準じた光ディスク（以下「光ディスク２」という）
では、図４に示すような規格上の相違点があることが考えられる。この中で特に問題にな
ると考えられるのが、規格が規定するレーザー光の波長（共に４０５ｎｍ）と、レンズ開
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口率（ＢＤ：０．８５、ＨＤ－ＤＶＤ：０．６５）の関係である。
【０００７】
　レーザー光の波長をλ、レンズ開口率をＮＡとすると、光ディスク上でのレーザー光の
スポット径は、
　（λ／ＮＡ）　…　（式１）
　に比例し、レーザー光の光ディスク上でのスポット面積は、
　（λ／ＮＡ）２　…　（式２）
　に比例ことが知られている。つまり、ＢＤ規格、ＨＤ－ＤＶＤ規格では、光ディスク上
でのスポット面積が異なる。ＢＤ規格、ＨＤ－ＤＶＤ規格は、再生レーザーパワー値を０
．３ｍＷ、０．５ｍＷと異ならせることで、単位面積あたりのレーザー光のパワーがほぼ
等しくなるようにしている。
【０００８】
　ここで、レーザー光のノイズを軽減するために重畳する高周波の特性（振幅、周波数）
を固定すると、一方の光ディスクに対しては好適な再生ができるが、他方の光ディスクに
対しての再生を適切に行うことができないという問題、具体的には、記録済みのデータを
破壊してしまうという問題が生じた。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記の問題は、特許請求の範囲に記載の発明により解決される。
【発明の効果】
【００１０】
　本願発明により、開口率が異なる複数の記録層を有する光ディスクに対し、情報再生時
の光ディスク情報記録面に対して過大レーザーパワー照射による記録データ消去、もしく
は情報記録膜の破壊を低減することができる。

【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】第１の実施例である光ディスク装置の構成図
【図２】第１の実施例におけるレーザードライバの内部構成図
【図３】レーザー光の開口率ＮＡと、光ディスク上に形成されるスポット径Ｒおよびスポ
ット面積Ｓの関係を示す図
【図４】再生レーザー波長が等しく開口率の異なる２種類の光ディスクのパラメータを示
す図
【図５】レーザー駆動電流と、該駆動電流によるレーザーの発光パワーの関係を示す図
【図６】第１の実施例における光ディスク２に対するレーザー発光波形の示す模式図
【図７】第１の実施例における光ディスク１に対するレーザー発光波形の示す模式図
【図８】第１の実施例における光ディスク再生処理開始フロー図
【図９】第３の実施例である光ディスク装置の構成図
【図１０】第３の実施例におけるレーザーパワー制御回路およびレーザードライバの内部
構成図
【図１１】第３の実施例における光ディスク再生処理開始フロー図
【図１２】第４の実施例における光ディスク再生処理開始フロー図
【図１３】第２の実施例におけるレーザードライバの内部構成図
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　まず、上述した課題の原因を詳細に検討する。
【００１３】
　ＢＤ規格とＨＤ－ＤＶＤ規格の関係のように、レーザー光の波長は同一であるがレンズ
開口率が異なる光ディスク規格をそれぞれ光ディスク１、光ディスク２とし、これらのレ
ンズ開口率ＮＡ１、ＮＡ2の関係を　ＮＡ１　＞　ＮＡ２　とすると、各々の光ディスク
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上でのレーザー光のスポット面積Ｓ１、Ｓ2、および、再生レーザーパワーＰ１、Ｐ2の関
係は次の２式となる。
【００１４】
　Ｓ１　＜　Ｓ２　…　（式３）
　Ｐ１　＜　Ｐ２　…　（式４）
　この光ディスク１，２の両方を再生できる光ディスク装置を考える。
【００１５】
　（式４）から、この光ディスク装置は、光ディスク１を再生するときと、光ディスク２
を再生するときで、再生レーザーパワーを切り替える必要があることが分かる。
【００１６】
　このとき、光ディスク２に対して好適な振幅の高周波を書き換え可能な光ディスク１の
再生時に重畳すると、単位面積あたりの照射エネルギーが光ディスク１の消去パワーに達
し、記録済みのデータが消去される虞がある。つまり、光ディスク２上の大きいスポット
面積Ｓ2に対しては問題が生じない高周波振幅設定値であっても、光ディスク１上の小さ
いスポット面積Ｓ1に対しては問題が生じることがある。
【００１７】
　この原因は、再生レーザーパワーＰ１と重畳された高周波のピークパワーが与える単位
面積当たりのエネルギーが、光ディスク１用の消去レーザーパワーが与える単位面積あた
りのエネルギーと同等となり、記録済みデータを消去してしまうことであると考えられる
。これが上述した「他方の光ディスクの記録済みデータを過大レーザーパワー照射により
破壊してしまうという問題」の原因と考えられる。
【００１８】
　一方、特定のレーザーに着目したとき、レーザーノイズを軽減するために重畳する高周
波の最適な振幅及び周波数は、レーザーパワーに依存することを見出した。すなわち、レ
ーザーパワーの値を変えたときに高周波の振幅、周波数を変更することが好ましいことを
見出した。
【００１９】
　以上から、同じ波長のレーザーを用いる２種類の光ディスク規格であっても、ＮＡが異
なるのであれば、すなわち、再生レーザーパワーを変化させる必要があるときには、高周
波重畳の特性（振幅、周波数）も変更する必要があることを見出した。
【００２０】
　このような課題を解決する実施例として以下詳細に説明を行う。
【００２１】
　図１を用いて第１の実施例の光ディスク装置を説明する。レーザー１０８から出射され
たレーザー光はコリメートレンズ１０５、対物レンズ１０３を通して、記録媒体１０１の
所定半径位置に照射される。レーザー光の反射光はビームスプリッタ１０４を介して集光
レンズ１０６で集光され、光電変換素子１０７で電気信号（以下「信号」という）に変換
される。得られた信号はＩ／Ｖ変換回路１０９と信号処理回路１１０を経て復調回路１１
１でデコードされ、マイコン１１４を経由して上位ホスト１１５に送られる。
【００２２】
　光ディスク判別時は、信号処理回路１１０から光ディスク判別に必要な信号（以下「光
ディスク判別用信号」という）を光ディスク判別回路１１２に入力する。光ディスク判別
用信号とは、光ディスク構造によって信号出力が異なる信号であり、例えばフォーカス誤
差信号、トラッキング誤差信号などがある。
【００２３】
　光ディスク判別回路１１２から出力される光ディスクの判別結果はデータバス１１６を
介してマイコン１１４に入力される。マイコン１１４は光ディスクの判別結果に基づいて
、信号処理回路１１０、復調回路１１１、レーザードライバ１１３、スピンドルモータ１
０２などを、判別された光ディスクに対して最適となるように制御する。
【００２４】
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　図２を用いて図１の光ディスク装置におけるレーザードライバ１１３の詳細な構成を示
す。２０１はデータバス１１６を介してマイコン１１４から制御される可変電流源である
。２０２は第１の高周波電流発生回路（以下「ＯＳＣ１」という）であり、ＯＳＣ１の出
力である高周波の振幅と周波数をそれぞれ「ＨＦａｍｐ１」「ＨＦｆｒｅｑ１」とする。
２０３は第２の高周波電流発生回路（以下「ＯＳＣ２」という）であり、ＯＳＣ２の出力
である高周波の振幅と周波数をそれぞれ「ＨＦａｍｐ２」「ＨＦｆｒｅｑ２」とする。２
０４はＯＳＣ１の出力とＯＳＣ２の出力の一方を選択して加算部２０５に出力する信号選
択回路であり、データバス１１６を介してマイコン１１４から制御される。２０５は可変
電流源２０１と信号選択回路２０４の出力を加算する加算部であり、加算部２０５の出力
がレーザードライバ１１３の出力であるレーザー駆動電流出力１１７となる。
【００２５】
　図３を用いてレンズ開口率ＮＡと、光ディスク上に形成されるスポット径Ｒ、およびス
ポット面積Ｓとの関係を説明する。（式１）で説明したように、スポット径Ｒは開口率Ｎ
Ａに反比例し、この関係は実線３０１で示される。また、（式２）で説明したように、ス
ポット面積Ｓはレンズ開口率ＮＡの自乗に反比例し、この関係は実線３０２で示される。
【００２６】
　図６は、光ディスク２を再生するときの、レーザー発光波形と発光パワー、駆動電流値
の関係を示したものである。高周波を重畳していない期間６０１では、レーザーパワーは
Ｐ２、ＤＣレーザー駆動電流はＣ２である。
【００２７】
　高周波を重畳している期間６０２では、図２の信号選択回路２０４はＯＳＣ２の出力を
選択して出力する。期間６０２の平均レーザーパワーが期間６０１のパワーＰ２と等しく
なるには、次の関係を満たすＣ２’を図２の可変電流源２０１に設定する必要がある。
【００２８】
　Ｃｐｋ２　＝　Ｃ２’　＋　ＨＦａｍｐ２　　　　　　　　　　　　…　（式５）
　Ｃ２　＝　Ｃ２’　＋　（　ＨＦａｍｐ２　／　ＨＦｆｒｅｑ２）　…　（式６）
　図７は、光ディスク１を再生するときの、レーザー発光波形と発光パワー、駆動電流値
の関係を示したものである。高周波を重畳していない期間７０１では、レーザーパワーは
Ｐ１、ＤＣレーザー駆動電流はＣ１である。Ｐ１，Ｃ１と図６のＰ２，Ｃ２の関係は、
　Ｐ１　＜　Ｐ２　　…　（式７）
　Ｃ１　＜　Ｃ２　　…　（式８）である。
【００２９】
　光ディスク１と光ディスク２の再生には同じ波長のレーザー、同じ光路長の光ピックア
ップを使用することから、高周波重畳を実施している期間７０２でも、図２の信号選択回
路２０４はＯＳＣ２の出力を選択して出力すると想定する。期間７０２の平均レーザーパ
ワーが期間７０１のパワーＰ１と等しくなるには、次の関係を満たすＣ１ｘを図２の可変
電流源２０１に設定する必要がある。
【００３０】
　Ｃｐｋ２’　＝　Ｃ１ｘ　＋　ＨＦａｍｐ２　　　　　　　　　　　…　（式９）
　Ｃ１　＝　Ｃ１ｘ　＋　（　ＨＦａｍｐ２　／　ＨＦｆｒｅｑ２）　…　（式１０）
　ここで、図４に示したように、光ディスク１に対する光スポット面積は光ディスク２に
対する光スポット面積の約０．６倍であるため、仮に同一レーザーパワーを照射した場合
、光ディスク１の単位面積あたりのレーザーパワーは、光ディスク２に比べて１　／　０
．６　≒　１．７倍となる。再生レーザーパワーＣ１（０．３ｍＷ）は再生レーザーパワ
ーＣ２（０．５ｍＷ）の約０．６倍に設定されるため、平均再生レーザーパワーＣ１，Ｃ
２に着目すれば、単位面積あたりのレーザーパワーはほぼ等しくなる。
【００３１】
　しかし、期間７０２で重畳されるＨＦａｍｐ２が単位面積あたりのレーザーパワー増加
に与える影響と、期間６０２で重畳されるＨＦａｍｐ２が単位面積あたりのレーザーパワ
ー増加に与える影響とを比較すると、前者の方が大きいため、期間７０２の高周波ピーク
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部分での単位面積あたりのレーザーパワーが、期間６０２の高周波ピーク部分での単位面
積あたりのレーザーパワーよりも大きくなることがある。つまり、ＨＦａｍｐ２の設定値
次第では、光ディスク１の記録膜上に過大なレーザーパワーを照射する可能性があり、図
７の７０５部分で既記録データの破壊または光ディスク記録膜の劣化を発生させる可能性
がある。
【００３２】
　このような問題を回避するため、光ディスク１の再生時には、期間７０３のレーザー発
光波形と発光パワー、駆動電流値の関係となるように、図２の信号選択回路２０４はＯＳ
Ｃ１の出力を選択して出力する。このとき、ＯＳＣ１が出力する「ＨＦａｍｐ１」「ＨＦ
ｆｒｅｑ１」は以下の設定とする。
【００３３】
　ＨＦａｍｐ１　＝　ＨＦａｍｐ２　×　（Ｐ１　／　Ｐ２）　　…　（式１１）
　ＨＦｆｒｑ１　＝　ＨＦｆｒｑ２　　　　　　　　　　　　　　…　（式１２）
　この条件を満たすようにして、平均発光パワーＰ１、平均駆動電流Ｃ１を実現すると、
高周波重畳によるレーザー発光波形は図７の期間７０３に示すように図６の期間６０２と
相似となり、高周波重畳ピークパワーＰｐｋ１と図６におけるＰｐｋ２の単位面積あたり
のレーザーパワーをほぼ同じとすることができる。
【００３４】
　図５はレーザー駆動電流と、レーザー駆動電流によるレーザーの発光パワーの関係（以
下「Ｉ／Ｌの関係」という）を示す図である。実線５０１は、例えば図６の期間６０３、
図７の期間７０４のような、レーザー駆動電流に高周波を重畳していない期間の平均レー
ザーパワーと平均レーザー駆動電流の関係を示す。また、実線５０２は、例えば図６の期
間６０２、図７の期間７０２、期間７０３のような、レーザー駆動電流に高周波を重畳し
ている期間の平均レーザーパワーと平均レーザー駆動電流の関係を示す。さらに、実線５
０３は高周波重畳のピークパワー値とそのときのレーザー駆動電流の関係を示す。
【００３５】
　期間６０２と期間７０３のように高周波重畳時のレーザー発光波形を相似形とした場合
、レーザーパワーが駆動電流に対してリニアに変化する領域では重畳する高周波のピーク
レーザーパワー平均値などの各パワー値は同一直線上に乗る。よってあらかじめＰｐｋ１
、Ｐｐｋ２の各レベルのＩ／Ｌの関係を導出しておき、再生する光ディスクの記録面上の
レーザースポット径に応じて各レベルのレーザーパワー、およびレーザー駆動電流値を設
定すればよい。
【００３６】
　図８に本実施例の処理のフローチャートを示す。光ディスク装置に光ディスクが装着さ
れると（ステップ８０１）、光ディスクの既記録データ破壊防止のために所定の再生位置
へ光ピックアップヘッドを移動させ（ステップ８０２）、（式１３）（式１４）（式１５
）の光ディスク２用の再生設定を行い（ステップ８０３）、光ディスクが光ディスク２で
あるかの判断を行なう（ステップ８０４）。このとき、図２の信号選択回路２０４はＯＳ
Ｃ２の出力を選択して出力している。
【００３７】
　開口率　　＝　ＮＡ２　　　　　　　　…　（式１３）
　再生パワー　＝　Ｐ２　　　　　　　　…　（式１４）
　高周波重畳ピークパワー＝Ｐｐｋ２　　…　（式１５）
　光ディスク２用の再生設定で光ディスクの種類の判別を行なうのは、光ディスク２に対
する光スポット径が光ディスク１に対する光スポット径より大きいため、高周波重畳ピー
クパワーが同じときでも、光ディスク上の単位面積あたりのレーザーパワーが小さくなり
、記録済みデータの破壊を避けることができるからである。
【００３８】
　判別ステップ８０４で光ディスクが光ディスク２と判定された場合（ステップ８０５）
は、（式５）（式６）の設定でデータの再生処理を開始する（ステップ８０７）。
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【００３９】
　判別ステップ８０４で光ディスクが光ディスク２でないと判定された場合、つまり、光
ディスク１であると判定された場合（ステップ８０６）は、光ディスク１の再生条件であ
る（式９）（式１０）及び、
　開口率　　＝　ＮＡ１　　　　　　　　…　（式１６）
　再生パワー　＝　Ｐ１　　　　　　　　…　（式１７）
　高周波重畳ピークパワー＝Ｐｐｋ１　　…　（式１８）を設定し、再生処理を開始する
（ステップ８０７）。
【００４０】
　なお、本実施例では再生するレーザー波長が等しく、再生レーザースポット面積の異な
る光ディスクとして、ＢＤ規格に準拠した光ディスク１とＨＤ－ＤＶＤ規格に準拠した光
ディスク２を例示したが、同様の関係となる光ディスクについても本発明を適用できるこ
とは言うまでもない。
【００４１】
　また、本実施例では、光ディスク１の高周波重畳信号の振幅「ＨＦａｍｐ１」を（式１
１）で算出したが、１．書き換え可能光ディスクである場合は高周波重畳ピークパワーＰ
ｐｋ１が消去パワー以下２．再生専用、もしくは１回記録光ディスクの場合は高周波重畳
ピークパワーＰｐｋ１がデータ記録膜を破壊しないパワーであるＨＦａｍｐ１を設定して
もよい。
【００４２】
　また、図２では、ＯＳＣ１（２０２）、ＯＳＣ２（２０３）、信号選択回路２０４をレ
ーザードライバ１１３の内部に設けたが、これらの何れかまたは全てをレーザードライバ
１１３の外部に設ける構成にしても良い。この構成によれば、レーザードライバの小型化
、発熱量の軽減などの効果が得られる。
【００４３】
　また、図８のステップ８０２の処理を省略してもよい。これによりディスク判別時間の
短縮化を図ることができる。
【００４４】
　また、図８のステップ８０３では高周波重畳設定後に光ディスク判別を行っているが、
高周波を重畳せずに光ディスク判別を行っても良い。この場合はステップ８０５で再生パ
ワーＰ２と高周波ピークパワーＰｐｋ２を設定すればよい。
【００４５】
　次に図１３を用いて、第２の実施例について説明する。本実施例は、第１の実施例の図
２がレーザードライバ内部に複数の高周波発生回路（ＯＳＣ１、ＯＳＣ２）を具備する代
わりに、高周波の電流振幅、高周波の周波数をレーザードライバの外部から設定可能な高
周波発生回路１３０１を具備し、光ディスク判別結果に応じて重畳する高周波の振幅、周
波数を変更できる点に特徴を有するものである。なお、本実施例の光ディスク装置の構成
は第１の実施例の図１と同様であるため説明を省略する。
【００４６】
　図１３は本実施例のレーザードライバ１１３の内部構成を示す図である。第１の実施例
の図２と共通する部分２０１、２０５については説明を省略する。高周波発振回路１３０
１の内部には高周波の電流振幅を制御する電流振幅制御回路１３０２と高周波の周波数を
制御する周波数制御回路１３０３が設けられており、これらはデータバス１１６を介して
マイコン１１４により制御される。可変電流源２０１、電流振幅制御回路１３０２の制御
値は、光ディスク判別回路１１２で判別された光ディスクの種類に応じて、再生レーザー
パワーの平均が、最適再生レーザーパワーとなるように設定される。
【００４７】
　例えば、光ディスクが光ディスク１と判定された場合には電流振幅制御部１３０２の設
定がＨＦａｍｐ１に設定され、光ディスク２と判定された場合には電流振幅制御部１３０
２の設定がＨＦａｍｐ２に設定される。このとき、周波数制御部１３０３の設定をいずれ
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もＨＦｆｒｑ２＝ＨＦｆｒｅｑ１と設定すれば、第１の実施例と同様の効果を得ることも
できる。
【００４８】
　次に本発明の第３の実施例について説明する。
【００４９】
　図９は本発明の第３の実施例である光ディスク装置の構成図である。図１と同等の要素
については同じ番号を付し、説明を省略する。９０１はＡＰＣ制御を実施するためにレー
ザー射出パワーを検出するモニタダイオードであり、モニタダイオードの信号帯域は、再
生レーザー光に重畳される高周波に対して十分帯域が低いものとする。モニタダイオード
９０１で検出された信号９０２はレーザーパワー制御回路９０３に入力される。レーザー
パワー制御回路９０３とレーザードライバ９０５の詳細を図１０に示す。第２の実施例の
図１３と同等の要素については同じ番号を付して説明を省略する。
【００５０】
　レーザーパワー制御回路９０３では、光ディスク判別回路１１２による光ディスク判別
結果にしたがって、マイコン１１４より各光ディスクに対応した再生レーザーパワー目標
値が再生パワー目標値発生回路１００１に設定される。この設定値とモニタダイオード出
力９０２の差を減算器１００２で算出し差分値９０４を求める。アンプ１００３を介した
差分値９０４に基づいて再生レーザー駆動電流が生成される。さらに、高周波電流発生回
路１００４では、光ディスク判別回路１１２の出力により高周波振幅制御回路１３０２に
設定された振幅値に対して、差分値９０４の出力で制御される可変ゲインアンプ１００５
で振幅設定値を制御する。差分値９０４に対する可変ゲインアンプの係数比は、例えば第
１の実施例の図５における実線５０２と実線５０３の比とすればよい。これにより、光デ
ィスク装置内部、およびレーザー周辺の温度変化、および経時劣化などによるＩ／Ｌの関
係の変化を補正しつつ、光ディスク再生パワーに対応した適切な高周波重畳を実現でき、
再生時のデータ誤消去を防止することができる。
【００５１】
　図１１に本実施例の処理のフローチャートを示す。光ディスクが装着されると（ステッ
プ１１０１）、再生パワー目標値発生回路１００１の目標値設定を図５のＰ１またはＰ２
に設定し、高周波電流発生回路１００４の振幅、周波数設定を第１、光ディスク２に共通
の設定、本実施例では青色レーザーに対応した設定とし、図１０のスイッチ１００６をオ
フすることにより、高周波電流発生回路１００４の出力をオフにする。この状態では再生
信号にレーザーノイズが重畳するため信号品質（Ｓ／Ｎ）が劣化するが、光ディスク判別
に主に使用されるフォーカス誤差信号、トラッキング誤差信号は信号帯域は数ｋＨｚと十
分に低く、低域通過フィルタ（ＬＰＦ）などにより信号品質の改善は比較的容易である。
このようにして品質を改善した信号を用いれば、第１の実施例のように高周波重畳を実施
した再生波形による光ディスク判別と同程度の性能を有する光ディスク判別は実現可能で
ある。このように高周波重畳を行わないことにより、高周波重畳時のレーザー発光のピー
クパワーが過大パワーとなった場合の、光ディスクの既記録データの誤消去、および光デ
ィスク記録膜の劣化などを回避することができる。本状態で光ディスク判別を実行（ステ
ップ１１０２）し、光ディスクが光ディスク２と判定された場合（ステップ１１０３でYe
s）は、図１０の再生パワー目標値発生回路１００１の目標値を光ディスク２の再生パワ
ーＰ２に設定する（１１０５）。光ディスク２ではないと判定されたとき、すなわち、光
ディスク１と判定された場合（ステップ１１０３でNo）は、図１０の再生パワー目標値発
生回路１００１の目標値を光ディスク１の再生パワーＰ１に設定する（１１０４）。次に
スイッチ１００６により高周波電流発生回路１００４の出力をオンにし（ステップ１１０
６）、再生処理を開始する（ステップ１１０７）。
【００５２】
　図１２に本発明の第４の実施例における処理フローを示す。本実施例の回路構成は第３
の実施例と同様であり、説明を省略する。本実施例では、青色レーザーを用いて情報再生
を行う多層光ディスクで、再生時の開口率ＮＡが各層で異なる場合を考える。光ディスク
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装着時（ステップ１２０１）、もしくは光ディスク再生層切り替え時（ステップ１２０２
）において、再生しようとする層（以下「ターゲット層」という）の再生準備として・タ
ーゲット層のＮＡ＝ＮＡｔ・ターゲット層の再生パワーＰｔを図１０の再生パワー目標値
発生回路１００１の目標値に設定を行う（ステップ１２０３）。このとき、図１０のスイ
ッチ１００６をオフにして、高周波電流発生回路の出力をオフにしておく。次にターゲッ
ト層に向けたフォーカス引き込みを行う（ステップ１２０４）。ターゲット層へのフォー
カス引き込みが確認できた段階で、前述のスイッチ１００６をオンして高周波電流発生回
路の出力をオンにする（ステップ１２０５）。この後、トラッキング引き込みを行い（ス
テップ１２０６）、再生処理を開始する（ステップ１２０７）。これにより、フォーカス
引き込み時に、高周波重畳のピークパワーによるターゲット層以外の層の既記録データ、
もしくは記録膜の劣化を防止することができる。
【００５３】
　なお、上記の実施例ではいずれも再生時のレーザー駆動信号に高周波信号を重畳する場
合を例示したが、記録時にサーボ信号生成などのため再生を行なうとき、また記録中のス
ペース形成時に再生パワーレベルの発光を行なうときにも上記の実施例で説明した発明を
適用できることは言うまでもない。
【００５４】
　また、上記実施例ではいずれも再生時のレーザー駆動信号に重畳する高周波信号の特性
を切り替えるものであるが、場合によっては高周波信号の出力を停止する、すなわち振幅
ゼロの高周波信号としてもよく、図６，７に示した波形に限定されるものではない。
【符号の説明】
【００５５】
１０１　…記録媒体、１０２　…スピンドルモータ、１０３　…対物レンズ、１０４　…
ビームスプリッタ、１０５　…コリメータレンズ、１０６　…集光レンズ、１０７　…光
電変換素子、１０８…レーザー、１０９…ＩＶ変換素子、１１０…信号処理回路、１１１
…変調回路、１１２…光ディスク判別回路、１１３…レーザードライバ、１１４…マイコ
ン、１１５…上位ホスト、１１６…データバス、２０１…可変電流源、２０２，２０３，
１００４，１３０１…高周波電流発生回路、２０４…信号選択回路、２０５…加算器、９
０１…モニタダイオード、９０３…レーザーパワー制御回路、１００１…再生パワー目標
値発生回路、１００２…減算器、１００３，１００５…アンプ、１００６…スイッチ、１
３０２…高周波電流振幅制御部、１３０３…高周波電流周波数制御部
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